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源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
福
原
隆
善
序
恵
心
僧
都
源
信
(
九
四
二
ー
一
〇
一
七
、
以
下
源
信
〉
は
、
日
本
浄
土
教
の
夜
明
け
を
告
げ
た
人
で
あ
り
、
ま
た
叡
山
浄
土
教
の
大
成
者
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
叡
山
浄
土
教
の
中
心
人
物
と
し
て
後
世
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
源
信
に
は
浄
土
教
関
係
の
著
作
以
外
に
も
多
く
の
著
作
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
浄
土
教
に
関
係
し
な
い
著
作
に
も
、
そ
の
巻
末
に
願
生
の
気
持
を
述
べ
た
偈
文
が
添
え
ら
れ
て
お
肪
、・と
く
に
『往
生
要
集
』
を
著
わ
し
七
以
後
ば
生
涯
浄
土
教
の
信
仰
を
持
ち
続
け
た
ご
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
よ
う
に
浄
土
教
の
信
仰
を
持
ち
続
け
て
い
る
う
ち
に
も
、
そ
こ
に
は
質
的
変
化
が
み
ら
れ
、
何
の
展
開
も
な
く
生
涯
を
終
わ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
佐
藤
哲
英
博
士
は
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
の
中
で
、
著
作
を
中
心
と
し
て
源
信
の
生
涯
を
青
年
期
壮゚
年
期
゜
老
年
期
の
三
期
に
分
げ
・
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
色
づ
け
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
麺
。
今
こ
の
分
類
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、
源
信
の
生
涯
の
仏
教
信
仰
の
上
に
質
的
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
な
出
来
事
を
中
心
に
、・
そ
れ
ら
を
見
な
お
し
な
が
ら
、
源
信
の
信
仰
の
遍
攀
た
謬
、
涛
代
潺
寄
徳
邂
震
開
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
゜
・:
二
七
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
二
八
一
、
源
信
の
生
涯
の
時
代
区
分
・叡
山
浄
土
教
の
流
れ
を
特
徴
的
に
把
え
、
佐
藤
博
士
は
ω
初
期
伝
承
時
代
②
念
仏
興
行
時
代
③
新
宗
派
生
時
代
ω
戒
浄
双
修
時
代
の
ま
　
ら
四
期
に
区
別
さ
れ
る
β
そ
の
中
の
③
念
仏
興
行
時
代
を
さ
ら
に
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
期
に
分
け
、
源
信
は
叡
山
浄
土
教
の
大
成
で
あ
る
中
期
に
活
躍
し
た
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
前
期
は
源
信
の
師
良
源
を
中
心
と
す
る
浄
土
教
勃
興
の
時
代
で
あ
り
、
後
期
は
中
期
に
源
信
に
お
い
て
大
成
さ
れ
た
恵
心
流
浄
土
教
の
伝
承
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
念
仏
興
行
時
代
の
中
心
人
物
で
あ
る
源
信
の
七
十
六
歳
の
生
涯
を
O
青
年
期
⇔
壮
年
期
⇔
老
年
期
の
三
期
に
分
け
、
壮
年
期
の
浄
土
教
を
特
色
づ
け
る
も
の
と
し
て
『往
生
要
集
』
、
老
年
期
を
特
色
づ
げ
る
も
の
と
し
て
『
観
心
略
要
集
』
を
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
『
観
心
略
要
集
』
,
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
偽
撰
説
が
頻
繁
に
唱
え
出
さ
れ
て
お
り
(
、検
討
す
べ
き
点
が
多
晦
。
た
だ
ハ
た
と
え
『
観
心
略
要
集
』
が
偽
撰
で
あ
っ
た
と
し
て
も
・
本
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
思
想
は
晩
年
の
著
作
の
上
に
み
ら
・れ
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
な
問
題
の
上
で
は
何
ら
差
し
つ
か
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。源
信
の
生
涯
に
治
い
て
、
『
往
生
要
集
』
が
著
わ
さ
れ
て
以
後
は
、
ど
の
よ
う
な
著
作
の
上
に
も
願
生
浄
土
を
表
明
す
る
気
持
が
反
映
し
て
い
る
。
い
つ
時
代
の
ど
の
著
作
に
も
そ
れ
が
表
わ
れ
て
い
る
の
で
、
源
信
は
生
涯
浄
土
教
の
信
仰
を
持
ち
続
け
た
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
お
よ
そ
浄
土
教
関
係
の
著
作
と
は
認
め
ら
れ
な
い
『大
乗
対
倶
舎
鈔
』
や
『
一
乗
要
決
』
な
ど
の
巻
末
に
は
次
の
よ
う
な
願
生
の
気
持
を
述
べ
た
偈
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
大
乗
対
倶
舎
鈔
』
に
は
我
等
往
二生
安
楽
国
一
還
来
面
二
奉
慈
氏
尊
一
聴
二
聞
法
界
不
二
教
一
　
深
入
二
・無
辺
諸
法
門
一
と
あ
り
、
ま
た
『
一
乗
要
決
』
に
も
我
今
信
二
解
一
乗
教
一
.
・
.
・
願
レ
生
二
無
量
寿
仏
前
一
開
三
不
悟
三
入
仏
知
見
一
　
論
切
衆
生
亦
復
然
　
と
あ
?
て
・
ど
の
む
う
な
学
問
を
し
て
眠
て
も
す
べ
て
浄
土
信
仰
と
別
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
源
信
の
生
涯
を
浄
土
信
仰
に
よ
っ
て
特
徴
的
に
な
が
め
る
ご
と
が
で
き
る
、の
で
、
そ
の
生
涯
を
浄
土
教
信
仰
の
変
遷
の
上
で
時
代
区
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
:
-
二
・・
、'
源
信
の
七
十
六
年
の
生
涯
を
時
代
区
分
し
て
、
佐
藤
哲
英
博
士
は
O
青
年
期
⇔
壮
年
期
⇔
老
年
期
の
三
期
と
さ
れ
る
。
三
つ
の
時
代
を
区
分
す
る
重
要
事
項
と
し
て
、
O
青
年
期
と
⇔
壮
年
期
と
の
間
に
は
『
往
生
要
集
』
の
撰
述
を
あ
げ
、
⇔
壮
年
期
と
⇔
老
年
期
と
の
間
に
は
『
観
心
略
要
集
』
の
撰
述
を
あ
げ
ら
れ
る
。
『
観
心
略
要
集
』
に
つ
い
て
は
近
来
偽
撰
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
佐
藤
博
士
は
ま
っ
た
く
こ
め
こ
と
に
は
関
わ
ら
ず
δ
こ
れ
を
源
信
撰
の
も
の
と
し
て
疑
問
を
は
さ
ま
ず
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
『
観
心
略
要
集
』
が
真
撰
か
偽
撰
か
を
め
ぐ
っ
て
、
偽
撰
説
の
側
か
ら
も
多
く
の
否
定
的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ま
っ
た
く
無
視
し
た
形
で
源
信
撰
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
状
態
に
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
往
偽
撰
説
に
も
耳
を
傾
け
る
方
向
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
論
文
で
は
『
観
心
略
要
集
』
の
真
偽
問
題
を
論
ず
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
二
九
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
三
〇
今
は
本
件
に
関
し
て
は
論
じ
な
い
こ
と
と
し
、
『
観
心
略
要
集
』
を
用
い
な
い
で
も
、
『
観
心
略
要
集
』
の
教
学
的
立
場
を
示
す
も
め
ば
他
書
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
こ
と
と
し
て
論
を
進
め
た
い
。
佐
藤
博
士
と
時
代
の
分
け
か
た
の
微
妙
な
ち
が
い
が
あ
る
が
、
博
士
の
分
け
ら
れ
た
O
青
年
期
⇔
壮
年
期
⇔
老
年
期
の
三
区
分
に
よ
っ
て
、
源
信
の
教
学
的
特
徴
の
流
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
・佐
藤
博
士
の
時
代
区
分
に
よ
り
な
が
ら
、
各
時
代
の
区
分
が
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
伝
記
を
追
い
な
が
ら
な
が
め
て
み
た
い
と
思
う
。
二
、
源
信
の
諸
伝
記
源
信
の
生
涯
を
語
る
伝
記
は
か
な
り
多
い
。
そ
れ
は
源
信
が
日
本
仏
教
史
上
、
と
く
に
浄
土
教
史
上
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
き
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
今
、
先
学
の
研
究
に
よ
り
資
料
を
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
砺
。
ω
『
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』
一
巻
.
、
②
『
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
』
『
大
日
本
法
華
験
記
』
巻
下
所
収
③
『延
暦
寺
首
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
』
一
巻
『続
往
生
伝
』
に
「別
伝
」
と
い
い
、
『法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
四
十
一
に
「法
印
(明
禅
)
注
進
の
恵
心
伝
記
」
と
い
っ
て
い
る
も
の
。
④
『
一
巻
十
余
紙
伝
』
・『
続
往
生
伝
』
に
「
別
伝
」
と
異
な
る
伝
記
を
あ
げ
て
い
る
。
⑤
『
恵
心
行
状
』
一
巻
『参
天
台
五
台
山
記
』
に
成
尋
が
記
す
よ
う
に
、
明
教
大
師
契
嵩
の
塔
に
参
じ
、
『
往
生
要
集
』
三
巻
と
と
も
に
伝
法
院
の
住
僧
に
示
し
た
も
の
。
⑥
『
日
本
諸
儒
参
源
信
僧
房
作
伝
』
一
巻
『
参
天
台
五
台
山
記
』
に
見
え
、ぐ
成
尋
が
伝
法
院
住
僧
に
示
し
た
も
の
。
①
『
恵
心
僧
都
伝
』
一
巻
『
長
西
録
』
に
大
江
佐
国
作
と
伝
え
る
も
の
。
⑧
『
恵
心
僧
都
銘
』
一
巻
『
長
西
録
』
に
「孝
範
久
気
博
士
」
と
伝
え
る
も
の
。
⑨
『
恵
心
僧
都
縁
起
』
三
巻
『
教
典
士
心』
巻
二
に
伝
え
る
も
め
。
⑩
『
恵
心
僧
都
行
状
記
』
」
巻
'
『
教
典
志
』
に
西
福
寺
慧
空
作
と
伝
え
る
も
の
。
⑪
『
恵
心
院
源
信
僧
都
行
実
』
一
巻
白
道
恕
哲
撰
。
⑫
『源
信
僧
都
伝
』
一
巻
玄
智
景
耀
撰
。
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
一一コ
佛
劃教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
亠ハ
十
七
号
一二
二
⑬
『恵
心
僧
都
絵
詞
伝
』
三
巻
法
龍
撰
。
⑭
『恵
心
僧
都
形
状
記
』
一
巻
大
谷
大
学
蔵
。
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
ほ
か
に
、
⑮
『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻
八
の
「
恵
心
事
」
⑯
『
三
国
伝
記
』
巻
十
二
の
「恵
心
院
源
信
僧
都
事
」
⑰
『
今
昔
物
語
集
』
第
十
二
⑱
『
元
亨
釈
書
』
巻
四
⑲
『本
朝
高
僧
伝
』
巻
十
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
『
発
心
集
』
『叡
岳
要
記
』
『
古
事
談
』
『
宝
物
集
』
な
ど
に
も
散
見
で
き
る
。
ま
た
中
国
の
方
で
も
『仏
　
祖
統
紀
』
巻
十
二
に
伝
記
を
載
せ
て
い
る
。
国
内
外
に
お
い
て
い
か
に
評
価
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
源
信
の
生
涯
を
語
る
伝
記
資
料
と
し
て
多
く
の
も
の
が
あ
る
が
、
も
っ
と
も
信
頼
あ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
は
『
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』
に
あ
る
「前
権
少
僧
都
源
信
」
の
伝
記
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
比
較
的
古
い
も
の
と
し
て
、
源
信
を
語
る
の
に
学
問
的
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
る
の
は
『
大
日
本
法
華
験
記
』
巻
下
所
収
の
「楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
」
や
、
先
年
発
見
さ
れ
た
『
延
暦
寺
首
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
』
な
ど
が
あ
る
。
『
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』
は
、
二
十
五
三
昧
結
縁
衆
と
し
て
参
加
し
　
た
中
の
誰
か
に
よ
っ
て
、厂
源
信
入
寂
後
ま
も
な
く
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
『
大
日
本
法
華
験
記
』
所
収
の
「
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
」
は
、
源
信
入
寂
後
ご
十
余
年
の
長
久
年
間
(
一
〇
四
〇
i
一
〇
四
四
)
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
『
延
暦
寺
首
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
』
,は
、
正
元
元
年
(
=
一五
九
)
の
古
写
本
が
発
見
さ
れ
、
著
者
は
康
平
四
年
(
一
〇
六
一
)
に
入
寂
し
た
慶
範
に
相
談
し
て
製
作
し
た
と
い
わ
れ
、
い
ず
れ
も
源
信
の
生
涯
を
語
る
権
威
あ
る
伝
記
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
の
ま
と
ま
っ
た
伝
記
は
か
な
り
時
代
が
下
る
も
の
で
、
江
戸
中
期
の
大
和
当
麻
阿
日
寺
の
白
道
恕
哲
が
編
纂
し
た
『
恵
心
院
源
信
僧
都
行
実
』
や
、
江
戸
末
期
の
伊
勢
木
造
の
引
接
寺
法
龍
の
ま
と
め
た
『
恵
心
僧
都
絵
詞
伝
』
な
ど
が
あ
る
。
『
恵
心
院
源
信
僧
都
行
実
』
は
享
保
四
年
(
一
七
一
九
)
に
、
『
恵
心
僧
都
絵
詞
伝
』
は
慶
応
二
年
(
一
八
広
亠ハ
)
に
製
作
さ
れ
て
い
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
私
聚
百
因
縁
集
』
な
ど
の
諸
伝
舉
断
片
的
餮
料
を
お
り
こ
み
奈
ら
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
き
の
三
つ
の
伝
記
髭
撃
る
と
か
な
り
の
時
代
を
経
過
し
た
資
料
で
あ
る
。5
し
た
が
っ
て
源
信
の
伝
記
を
語
る
時
は
、
先
き
の
三
つ
の
伝
記
に
よ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
源
信
の
入
寂
後
ま
も
な
く
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
源
信
を
直
接
知
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
が
関
係
し
て
い
る
伝
記
類
で
あ
る
か
ら
・
か
な
り
の
信
頼
が
お
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
入
寂
後
の
伝
記
に
は
あ
る
程
度
の
創
作
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
れ
ら
の
伝
記
や
、
著
作
の
奥
書
き
に
よ
っ
て
年
代
の
明
確
な
も
の
に
よ
っ
て
源
信
の
生
涯
を
み
る
と
・
源
信
に
整
代
に
よ
っ
て
思
想
的
変
漿
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
姦
学
、
と
く
に
塗
教
農
開
の
上
に
追
い
な
が
ら
時
代
区
分
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。
三
、
青
年
期
そ
こ
で
ま
ず
O
青
年
期
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
誕
生
か
ら
浄
土
教
へ
の
帰
入
す
る
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
『
往
生
要
集
』
撰
述
の
前
の
だ
い
た
い
四
十
歳
前
後
頃
ま
で
に
相
当
す
る
。
〆源
信
が
浄
土
教
へ
帰
入
し
た
の
は
何
歳
で
あ
つ
た
か
疑
問
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
配
三
三
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
三
四
る
コ
諸
伝
記
に
よ
れ
ば
子
供
の
こ
ろ
か
ら
そ
の
信
仰
の
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
源
信
を
浄
土
教
信
奉
者
と
し
て
後
世
の
人
が
強
く
印
象
づ
け
る
た
め
に
創
作
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
に
わ
か
に
は
信
℃
難
い
。
ま
た
源
信
の
母
が
強
い
浄
土
教
信
仰
者
で
あ
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と
が
縁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
決
定
的
な
証
拠
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
四
十
三
歳
か
ら
四
十
四
歳
に
か
け
て
書
か
れ
た
『
往
生
要
集
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
し
か
も
源
信
の
そ
れ
以
後
の
生
涯
の
信
仰
の
糧
と
な
っ
た
浄
土
教
信
仰
が
、
こ
の
期
に
に
わ
か
に
起
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
『往
生
要
集
』
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
相
当
自
身
に
お
い
て
も
浄
土
信
仰
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
鳳
師
良
源
の
『
極
楽
浄
土
九
品
往
生
義
』
の
撰
述
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
そ
れ
に
し
て
も
駆
っ
ご
ろ
か
ら
浄
土
信
仰
を
明
確
に
も
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
源
信
に
お
け
る
生
誕
か
ら
『往
生
要
集
』
を
著
わ
す
に
至
る
ま
で
の
伝
記
に
つ
い
て
は
先
き
の
古
い
伝
記
で
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。
生
誕
の
記
事
の
ほ
か
は
、
年
紀
の
明
確
な
も
の
は
『
延
暦
寺
首
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
』
(
以
下
『
別
伝
』)
に
　
天
延
年
中
、
以
二其
翹
楚
嚇
預
二広
学
竪
義
一
乏
い
う
記
述
が
あ
る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
天
延
年
中
の
広
学
竪
義
に
預
っ
た
と
あ
る
の
は
、
『叡
岳
要
記
』
に
天
延
元
年
抵
九
七
三
)
の
「大
講
堂
供
養
」
の
条
に
大
講
堂
供
養
鑼
臨
嬖
艇
元
-
、
上
卿
大
納
言
正
二
位
藤
原
朝
臣
道
長
弁
右
大
弁
藤
原
朝
臣
在
国
御
誦
経
勅
使
菅
原
文
時
証
誠
塵
主
良
陣
卩
左
方
咒
願
陽
生
律
師
山
引
頭
尋
禅
阿
闍
梨
唄
遍
救
僧
都
山
厂
散
花
憲
徹
権
律
師
山
梵
音
明
豪
山
錫
杖
明
救
山
、
堂
達
梵
昭
阿
闍
梨
山
-
右
方
」
・
.
`
導
師
実
因
少
僧
都
一
引
頭
運
源
律
師
山
唄
観
命
律
師
散
花
覚
空
法
橋
'
讃
乗
恵
阿
闍
梨
梵
音
源
信
内
供
、
　
錫
杖
覚
運
内
供
堂
達
明
普
阿
闍
梨
と
あ
る
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
天
延
元
年
四
月
二
日
以
前
に
広
学
竪
義
に
預
っ
た
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
源
信
三
十
二
歳
以
前
と
い
う
ご
と
で
あ
る
。
あ
と
は
源
信
自
身
が
序
文
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
因
明
論
疏
四
相
違
略
註
釈
』
三
巻
が
貞
元
三
年
(九
七
八
)
三
十
七
歳
の
時
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
砺
9
こ
れ
ら
の
記
述
以
外
で
確
実
な
も
の
は
な
く
源
信
の
青
年
期
、
と
く
に
求
道
期
の
大
事
な
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
解
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
佐
藤
哲
英
博
士
の
指
摘
に
よ
れ
ぽ
(
「吉
水
蔵
に
は
『
六
即
義
私
記
』
と
称
す
る
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
が
二
部
あ
っ
て
、
そ
の
再
治
本
は
恵
心
僧
都
全
集
第
三
巻
に
あ
る
『
六
即
詮
要
記
』
と
同
本
で
、
こ
れ
は
覚
超
の
再
治
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
末
再
治
本
は
今
ま
で
に
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
源
信
自
身
の
撰
述
で
あ
り
、
そ
の
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
三
五
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
三
六
中
に
は
、
.
-
、
年
少
時
。
以
レ有
二事
縁
一草
レ
之
。
今
長
徳
丙
申
歳
夏
五
月
略
見
レ
之
。
文
義
謬
訛
不
レ
可
二称
計
司
注
二
手
於
放
火
中
鱒
而
依
レ有
卞引
二
一
両
要
文
幻
並
載
中
先
徳
之
所
言
加
暫
留
レ之
。
伏
以
見
者
。
捜
二
取
其
要
文
一之
後
。
早
可
ご
破
却
一矣
。
楞
厳
沙
門
[
凵
記
っ
云
云
と
い
う
記
録
が
み
つ
か
っ
て
き
た
。
・こ
れ
は
源
信
五
十
五
歳
の
長
徳
二
年
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
は
じ
め
に
「年
少
の
時
、
事
縁
あ
る
に
よ
っ
て
之
を
草
す
」
と
あ
る
の
で
、
青
年
時
代
に
執
筆
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
か
と
思
%
。L
と
推
定
し
・
青
年
期
を
埋
め
る
事
項
を
見
い
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
青
年
期
を
埋
め
る
確
実
な
資
料
は
少
な
く
、
浄
土
教
に
帰
し
た
年
代
な
ど
は
依
然
と
し
て
解
明
で
き
な
い
。
た
だ
広
学
竪
義
に
預
り
、
数
年
後
ち
に
は
因
明
関
係
の
書
を
著
わ
す
な
ど
、
こ
の
時
期
に
広
い
仏
教
の
学
問
を
身
に
つ
げ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
後
世
に
『
大
乗
対
倶
舎
鈔
』
と
い
う
尨
大
な
著
作
な
ど
一
般
仏
教
の
著
作
を
残
す
素
養
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
青
年
期
に
お
け
る
特
記
事
項
と
し
て
、
法
会
の
褒
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
布
施
を
故
郷
の
母
に
贈
っ
た
が
、
か
え
っ
て
母
の
諫
め
を
う
け
た
こ
と
に
よ
り
遁
世
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』
(以
下
『
過
去
帳
』)
、
『
別
伝
』
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
伝
記
に
み
ら
れ
る
が
、
古
い
伝
記
に
は
年
時
が
な
い
の
に
、
新
し
い
伝
記
に
な
る
と
天
暦
十
年
(
九
五
六
)
六
月
二
十
一
日
と
月
日
ま
で
記
さ
れ
て
ぐ
る
。
天
暦
十
年
は
源
信
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
法
会
は
清
涼
殿
の
御
八
講
と
し
て
い
る
が
、
古
い
伝
記
で
は
或
る
公
請
に
預
9
た
時
の
こ
と
と
し
て
具
体
的
な
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
宮
崎
円
遵
博
士
は
「『
今
昔
物
語
』
(
巻
十
五
「源
信
僧
都
の
母
往
生
の
語
」
〉
に
は
こ
れ
を
「
三
条
の
太
后
の
宮
の
御
八
講
に
召
さ
れ
」
た
時
の
こ
と
と
な
し
、
『私
聚
百
因
縁
集
』
(巻
八
)
に
は
「若
シ
テ
三
条
ノ
妃
宮
ノ
御
八
講
二
被
召
」
と
あ
っ
て
、
両
者
異
る
が
、
大
体
三
条
の
太
后
の
時
の
こ
と
と
な
し
て
卦
る
。
「
三
条
の
太
后
」
と
は
円
融
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
か
ら
(
『今
昔
物
語
』
巻
十
九
「
三
条
の
太
皇
太
后
宮
出
家
す
る
語
」)
、
　
少
な
く
と
も
こ
れ
は
源
信
二
十
九
歳
よ
り
四
十
一
歳
ま
で
の
間
の
こ
と
と
な
る
が
、
勿
論
そ
の
間
の
何
時
か
明
か
で
な
い
。
L
と
推
測
し
、°
後
世
の
伝
記
の
十
五
歳
説
に
批
判
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
四
十
三
歳
か
ら
書
き
始
め
る
壮
年
期
に
入
る
前
の
出
来
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
源
信
の
そ
の
後
の
生
涯
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
を
源
信
の
第
一
回
目
の
廻
心
と
み
た
い
。
こ
の
廻
心
が
後
ち
『
往
生
要
集
～
撰
述
の
際
に
「
予
が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
自
己
反
省
を
す
る
伏
線
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
`
'
-
四
、
壮
年
期
目
本
仏
教
史
上
に
源
信
の
地
位
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
の
が
『往
生
要
集
』
を
著
わ
し
て
以
後
の
こ
の
壮
年
期
に
あ
た
る
。
壮
年
期
は
『
往
生
要
集
』
撰
述
か
ら
第
二
回
月
の
廻
心
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
寛
弘
二
年
C
1
0
0
五
)
の
権
少
僧
都
辞
任
の
前
年
、
す
な
わ
ち
寛
弘
元
年
六
十
三
歳
で
権
少
僧
都
厳
久
の
譲
を
う
け
て
法
橋
か
ら
権
少
僧
都
に
進
む
ま
で
の
約
二
十
年
間
に
相
当
す
ゐ
。
こ
の
期
に
お
け
る
特
記
事
項
は
何
と
い
っ
て
も
『
往
生
要
集
』
の
撰
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『往
生
要
集
』
が
撰
述
さ
れ
允
こ
と
に
よ
つ
て
、
旧
本
に
お
け
る
浄
土
教
信
仰
の
歴
史
に
決
定
的
方
向
を
与
え
た
と
い
っ
て
よ
い
。
『往
生
要
集
』
撰
述
の
途
中
に
師
良
源
の
入
寂
に
遭
い
ハ
浄
土
信
仰
が
い
β
そ
う
深
刻
な
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
首
楞
厳
院
に
お
い
て
永
観
二
年
ハ
九
八
四
)
十
一
月
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、
翌
寛
和
元
年
(九
八
五
)
四
月
に
三
巻
の
大
書
が
成
立
し
た
。
『
往
生
要
集
』
の
冒
頭
に
は
「
予
が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
自
己
反
省
す
る
こ
と
ぽ
が
み
ら
れ
、
こ
の
こ
と
ぽ
が
法
然
を
し
て
「愚
癡
の
法
然
房
」
と
言
わ
せ
、
親
鸞
を
し
て
「愚
禿
親
鸞
」
と
言
わ
し
め
た
で
あ
ろ
う
。
青
年
期
に
ぱ
前
述
の
ご
と
く
後
年
『
大
乗
対
倶
舎
鈔
』
が
撰
述
さ
れ
る
ほ
ど
の
学
問
を
積
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
『往
生
要
集
』
を
撰
述
す
る
ま
で
は
学
問
を
出
世
の
手
段
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
母
の
諌
め
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
出
世
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
う
.
三
七
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
三
八
の
た
め
の
学
問
を
捨
て
た
こ
と
ぽ
と
し
て
「
予
が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
表
現
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
ば
が
源
信
の
そ
の
後
の
仏
教
に
対
す
る
立
場
を
変
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
立
場
が
徹
底
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
源
信
の
弱
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
よ
り
天
台
教
学
の
枠
内
で
は
こ
こ
ま
で
が
ぎ
り
ぎ
り
の
立
場
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
当
時
と
し
て
は
、
こ
れ
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
な
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
源
信
の
立
場
か
ら
い
う
こ
と
の
で
き
る
限
界
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
思
い
切
っ
た
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
決
し
て
天
台
教
学
の
基
本
的
立
場
を
離
れ
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
天
台
教
学
の
基
本
的
立
場
を
護
持
し
な
が
ら
こ
れ
だ
け
の
立
場
が
表
明
さ
れ
た
の
は
見
事
と
い
う
ほ
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
当
時
の
社
会
に
、
し
か
も
国
内
外
に
わ
た
っ
て
賞
讃
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
故
な
し
と
は
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
往
生
要
集
』
は
成
立
後
三
年
に
し
て
宋
国
に
送
付
さ
れ
て
お
り
、
目
本
の
文
献
が
中
国
に
送
ら
れ
て
賞
讃
を
受
け
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
　
源
信
と
宋
国
天
台
学
僧
と
の
間
で
交
渉
が
盛
ん
と
な
っ
て
く
る
。
-
こ
れ
よ
り
先
き
、
『往
生
要
集
』
撰
述
以
後
の
源
信
は
、
出
世
の
た
め
の
学
問
を
控
え
、
道
俗
と
も
に
念
仏
に
よ
る
解
脱
を
求
め
、
四
十
五
歳
の
時
に
『
二
十
五
三
昧
式
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
彼
の
宋
国
に
お
い
て
も
慧
遠
の
白
蓮
社
の
念
仏
を
慕
う
風
の
も
と
に
多
く
の
念
仏
結
社
が
創
設
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
二
百
年
以
上
も
続
い
た
例
も
あ
る
。
『楽
邦
文
類
』
に
は
当
時
の
念
仏
　
結
社
と
創
設
者
の
名
称
が
随
所
に
散
見
で
き
る
。
知
ら
れ
な
い
も
の
を
数
え
れ
ぽ
た
い
へ
ん
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
で
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
か
、
宋
国
と
の
交
渉
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
頃
で
あ
る
の
で
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
源
信
は
二
十
五
三
昧
の
結
社
念
仏
を
定
期
的
に
行
な
っ
て
い
ゐ
。
壮
年
期
に
お
い
て
次
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
宋
国
と
の
交
渉
の
中
で
そ
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
思
わ
れ
る
阿
弥
陀
三
諦
説
も
し
く
は
　
無
量
寿
三
諦
説
に
つ
い
て
で
あ
る
。
無
量
寿
三
諦
説
は
一
往
源
信
の
確
実
な
著
書
と
い
わ
れ
る
七
十
三
歳
の
時
に
著
わ
さ
れ
た
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
阿
弥
陀
三
諦
説
の
説
か
れ
る
『
観
心
略
要
集
』
は
源
信
作
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
近
来
こ
れ
に
対
し
て
疑
惑
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
偽
撰
説
ま
で
と
び
出
し
て
き
て
い
る
。
偽
撰
説
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
学
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
ま
っ
た
く
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
状
態
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
真
偽
問
題
に
触
れ
る
と
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
略
し
た
い
。-
要
は
阿
弥
陀
三
諦
説
が
あ
れ
、
無
量
寿
三
諦
説
で
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
天
台
の
三
諦
三
観
思
想
と
阿
弥
陀
信
仰
と
が
結
び
つ
い
た
、
い
わ
ば
天
台
浄
土
教
と
し
て
は
当
然
行
き
つ
く
べ
き
と
こ
ろ
へ
行
き
つ
い
た
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
打
ち
出
す
ヒ
ン
ト
が
宋
国
と
の
交
渉
の
上
に
得
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
量
寿
あ
る
い
は
阿
弥
陀
の
三
字
と
空
仮
中
の
三
諦
と
が
配
当
さ
れ
る
よ
う
な
教
学
上
の
発
揮
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
や
目
本
の
天
台
浄
土
教
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
発
揮
は
源
信
の
重
要
な
教
学
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
教
学
上
の
発
揮
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
宋
国
と
の
交
渉
の
う
ち
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
国
天
台
の
方
で
は
山
外
派
と
み
ら
れ
て
い
る
源
清
め
『観
経
疏
顕
要
記
』
に
,:,
色
身
応
也
。
法
門
報
也
。
実
相
法
也
。
可
レ
対
二空
仮
中
↓
応
身
即
仮
。
又
一
々
身
無
作
。
即
空
中
。
皆
法
界
故
。
と
あ
る
。
源
清
の
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
現
存
し
な
い
の
で
、
そ
の
全
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
解
ら
な
い
が
、
そ
の
一
部
が
源
信
の
『観
経
疏
顕
要
記
破
文
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
源
清
ぱ
日
本
国
伝
大
教
諸
碩
徳
法
師
と
天
台
座
主
(
暹
賀
)
に
同
様
の
書
状
を
お
く
り
、
自
著
を
は
じ
め
五
部
の
著
作
に
つ
い
て
の
批
評
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
自
著
の
『
法
華
示
珠
指
』
二
巻
、
『
竜
女
成
仏
義
』
一
巻
、
『観
経
疏
顕
要
記
』
二
巻
、
そ
し
て
同
門
の
僧
鴻
羽
の
『
仏
国
荘
厳
論
』
一
巻
、
学
生
僧
慶
昭
の
『
心
印
銘
』
一
章
に
対
し
て
批
評
を
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
宋
国
で
散
失
し
て
し
ま
っ
た
天
台
智
蹟
の
『
仁
王
般
若
疏
』、
『弥
勒
成
仏
経
疏
』、
『
小
阿
弥
陀
経
疏
』
と
『決
疑
』
、
『
全
光
明
経
玄
義
』
と
『
同
疏
』、
六
祖
荊
溪
湛
然
の
『
華
厳
骨
目
』
な
ど
の
章
疏
を
宋
国
に
送
る
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
三
九
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
四
〇
　
よ
う
に
請
う
て
い
る
。
宋
国
の
源
清
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
五
部
の
書
に
対
し
て
朝
廷
は
「長
徳
三
年
四
月
宋
国
送
一新
書
五
部
一其
文
の
膚
浅
。
朝
廷
勅
二慈
覚
智
証
両
家
一質
破
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
慈
覚
・
智
証
両
家
に
批
評
さ
せ
た
。
『
法
華
示
珠
指
』
は
上
巻
を
智
証
門
流
の
実
因
、
下
巻
を
同
じ
く
勧
修
が
当
り
、
『
竜
女
成
仏
義
』
は
慶
祚
が
担
当
し
た
。
そ
し
て
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
上
巻
を
源
信
が
、
下
巻
は
覚
運
が
批
評
に
あ
た
っ
た
。
さ
ら
に
源
清
の
著
作
で
な
い
『
仏
国
荘
厳
論
』
は
慈
覚
門
流
の
静
照
が
、
『
心
師
銘
』
は
安
慶
と
　
聖
救
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
駄
こ
れ
ら
の
日
本
側
の
批
評
者
は
当
時
の
叡
山
を
中
心
と
す
る
一
流
の
学
匠
ば
か
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
江
匡
房
の
『続
本
朝
往
生
伝
』
の
一
条
天
皇
の
条
に
は
「時
の
人
を
得
た
る
や
、
こ
こ
に
お
い
て
盛
り
と
せ
り
。
」
・と
あ
ρ
て
、
つ
い
で
:
'
、
h
、
',
:
.
〔
、
㍉
♂
ご
気
能
説
之
師
則
清
範
、
静
照
、
院
源
、
覚
縁
。
学
徳
則
源
信
、
覚
運
、
実
因
、
慶
祚
、
安
海
、
清
仲
。
と
述
べ
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
ご
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
宋
国
か
ら
批
評
を
求
め
て
き
た
五
部
の
著
作
の
う
ち
、
た
ま
た
ま
源
信
が
『
観
経
疏
顕
要
記
』
の
上
巻
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
上
巻
の
部
分
に
先
き
に
あ
げ
た
文
が
あ
り
、
こ
れ
を
と
ら
え
て
源
信
は
ゆ
此
中
応
レ
云
二報
身
即
空
。
法
身
即
中
鱒
恐
是
二
句
落
歟
。
不
レ俟
レ
説
知
二文
猶
未
ツ具
。
と
い
ρ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
源
清
の
書
に
は
「色
身
応
也
。
法
門
報
也
。
実
相
法
也
。
可
レ対
二空
仮
中
ご
と
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
続
く
と
こ
ろ
に
は
「応
身
即
仮
」
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
こ
の
後
に
「
報
身
即
空
。
法
身
即
中
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
補
足
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
源
信
は
こ
ζ
に
無
量
寿
あ
る
い
は
阿
弥
陀
の
三
字
に
空
仮
中
の
三
諦
の
理
を
配
当
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
源
信
の
精
密
な
学
問
態
度
か
ら
こ
の
よ
う
な
学
説
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
と
容
易
に
推
察
で
き
る
。
五
、
老
年
期
'・
壮
年
期
に
お
い
て
日
本
仏
教
史
上
確
乎
た
る
地
位
を
占
め
た
源
信
は
突
如
と
し
て
自
己
の
今
ま
で
の
学
問
態
度
め
あ
り
か
た
を
ふ
り
返
っ
た
よ
ヶ
で
あ
る
。
・す
な
わ
ち
寛
弘
二
年
(
一
〇
〇
五
)
六
十
四
歳
の
時
に
(
前
年
五
月
二
十
七
日
転
任
し
た
権
少
僧
都
を
辞
任
し
て
い
る
謁
何
事
、
朝
廷
の
許
可
な
し
に
運
ば
な
い
当
世
に
あ
、っ
て
よ
ほ
ど
の
決
心
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
辞
任
を
七
た
の
は
十
二
月
六
日
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
四
ケ
月
ほ
ど
前
の
八
月
十
九
日
に
は
、
源
信
の
著
作
の
中
で
も
も
っ
と
も
大
部
の
も
の
で
あ
る
『
大
乗
対
倶
舎
鈔
』
を
脱
稿
し
て
い
る
。}
権
少
僧
都
を
辞
任
す
る
相
当
以
前
か
ら
辞
任
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
の
で
、
源
信
の
博
学
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
『
大
乗
対
倶
舎
鈔
』
を
撰
述
す
る
こ
ろ
か
ら
、
源
信
に
は
第
二
の
廻
心
と
も
い
う
べ
き
変
化
が
当
来
す
る
四
老
年
期
は
こ
の
第
二
の
廻
心
か
ら
入
寂
ま
で
の
時
期
を
指
す
。
権
少
僧
都
の
辞
任
を
境
と
し
て
第
二
の
廻
心
と
呼
ん
だ
の
は
^
、源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
み
ら
れ
る
「
予
が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
い
う
「頑
魯
」
の
内
容
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
往
生
要
集
』
撰
述
に
あ
た
っ
て
、广
母
の
諫
め
が
大
き
く
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
つ
の
表
わ
れ
が
「頑
魯
」
の
意
識
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
に
こ
こ
を
第
一
の
廻
心
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
と
こ
ろ
が
「
予
が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
泊
己
を
反
省
し
、
真
摯
な
気
持
で
往
生
浄
土
の
実
践
が
説
か
れ
な
が
ら
、
ま
た
母
の
諌
め
を
契
機
乏
し
な
が
ち
源
信
自
身
は
な
お
善
根
を
積
む
た
め
の
学
問
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
『
往
生
要
集
』
に
み
ら
れ
る
「
頑
魯
」
、
の
内
容
は
そ
の
よ
う
な
状
態
㊨
中
で
い
わ
れ
た
も
の
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
「
頑
魯
」
の
内
容
が
未
だ
徹
底
し
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
善
根
を
積
む
た
め
の
学
問
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
説
的
に
「
頑
魯
」
の
内
容
を
表
現
七
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
れ
は
権
少
僧
都
辞
任
と
い
う
こ
と
で
否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
往
生
要
集
』
が
国
内
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
四
尋
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
四
二
外
に
お
い
て
賞
讃
さ
れ
た
こ
と
と
は
別
に
、
『
往
生
要
集
』
の
当
時
に
お
け
る
源
信
自
身
の
い
う
「
頑
魯
」
の
内
容
の
不
徹
底
が
露
呈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
、こ
こ
に
六
十
四
歳
の
時
の
権
少
僧
都
辞
任
と
い
う
こ
と
が
、
源
信
を
し
て
「
頑
魯
」
の
内
容
を
徹
底
せ
し
め
て
く
る
。
'自
己
反
省
と
し
て
の
「頑
魯
」
と
、
権
少
僧
都
に
よ
る
僧
位
を
得
る
こ
と
と
は
内
容
的
に
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
立
身
出
世
は
自
己
を
「頑
魯
」
と
反
省
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
自
己
を
飾
る
よ
う
な
も
の
が
否
定
さ
れ
た
時
に
「頑
魯
」
の
内
容
が
徹
底
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
権
少
僧
都
を
辞
任
し
た
こ
と
は
、
源
信
の
教
学
展
開
の
上
の
で
大
き
な
転
期
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
源
信
は
お
そ
ら
く
『
往
生
要
集
』
に
「
予
が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
の
内
容
を
忠
実
に
実
行
す
べ
く
、
徹
底
し
て
自
己
を
反
省
す
る
こ
と
を
い
っ
そ
う
可
能
に
す
る
た
め
に
権
少
僧
都
を
辞
任
し
た
で
あ
ろ
う
。
権
少
僧
都
辞
任
後
、
寛
仁
元
年
(
一
〇
一
七
)
七
十
六
歳
で
入
寂
す
る
ま
で
の
間
は
著
述
と
浄
業
の
毎
日
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
弘
三
年
λ
一
〇
〇
六
)
六
十
五
歳
の
時
に
『
一
乗
要
決
』
を
著
わ
し
、
最
澄
以
来
の
南
都
法
相
宗
と
の
三
一
権
実
の
論
争
に
終
止
符
を
打
9
た
。
南
都
と
の
論
争
で
大
役
を
果
た
し
た
師
良
源
の
遺
志
に
報
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
翌
年
に
『
霊
山
院
釈
迦
堂
毎
日
作
法
』
一
巻
、
寛
弘
八
年
(
一
〇
一
一
〉
七
十
歳
の
時
に
『
白
骨
観
』
を
著
わ
し
、
長
和
二
年
(
一
〇
1
1ご
)
七
十
二
歳
の
時
に
は
『過
去
帳
』
を
始
め
て
お
り
、
さ
ち
に
翌
年
七
十
三
歳
に
な
っ
て
『阿
弥
陀
経
略
記
』
一
巻
を
著
わ
し
て
い
て
、
単
な
る
理
論
的
な
教
義
書
で
は
な
く
、
実
践
の
伴
な
っ
た
著
述
を
残
し
て
お
り
、
源
信
の
真
摯
な
浄
土
信
仰
の
あ
ら
わ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
老
年
期
に
お
い
て
さ
ら
に
一
つ
の
注
目
す
べ
き
事
項
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
長
和
二
年
(
一
〇
一
三
Y
七
十
二
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
正
月
一
日
に
、
源
信
自
身
が
今
生
に
お
い
て
積
ん
で
き
た
浄
業
を
勘
録
し
て
仏
前
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
過
去
帳
』
『
別
伝
』
『
続
本
朝
往
生
伝
』
『
明
匠
略
伝
』
『私
聚
百
因
縁
集
』
『
恵
心
院
源
信
僧
都
行
実
』
マ
源
信
僧
都
伝
』
『
恵
心
僧
都
絵
詞
伝
』
な
ど
に
共
通
し
て
記
載
さ
れ
る
事
項
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
ま
ち
が
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
老
年
期
に
入
り
、
権
少
僧
都
の
地
位
も
名
誉
も
捨
て
、
「
頑
魯
の
者
」
と
な
っ
て
真
摯
に
浄
業
を
積
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
こ
こ
に
自
己
の
今
生
に
お
い
て
為
し
て
き
た
浄
業
の
善
業
を
仏
前
に
報
告
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ど
う
い
う
意
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
出
世
を
夢
み
た
地
位
や
、
学
問
に
よ
る
名
誉
は
権
少
僧
都
の
辞
任
以
来
な
く
な
っ
て
い
る
と
と
で
あ
っ
て
も
、
源
信
の
も
っ
て
い
る
善
業
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
を
願
う
と
い
う
浄
土
教
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
自
力
的
善
業
を
積
ん
で
こ
そ
往
生
が
可
能
に
な
る
と
い
う
源
信
浄
土
教
の
立
場
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
、善
業
を
積
む
こ
と
に
よ
る
条
件
的
な
往
生
業
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
別
伝
』
に
ょ
れ
ば
源
信
の
積
ん
だ
善
業
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
i
阿
弥
陀
念
仏
二
十
倶
腫
遍
ゆ
奉
読
法
華
経
一
千
部
。
般
若
経
三
千
余
部
。
阿
弥
陀
経
一
万
巻
。
奉
念
阿
弥
陀
大
呪
百
万
反
。
千
手
ゆ
陀
羅
尼
七
千
反
。
尊
勝
陀
羅
尼
三
十
万
反
。
及
阿
弥
陀
小
呪
。
不
動
真
言
。
光
明
陀
羅
仏
眼
等
呪
。
不
レ知
二
其
数
一云
云
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「長
和
二
年
春
正
月
。
勧
二
録
今
生
薫
修
之
行
業
輔
啓
ご白
仏
前
ご
に
続
い
て
割
註
と
し
て
入
っ
て
い
る
も
め
で
あ
る
。
『別
伝
』
で
は
こ
れ
に
続
い
て
さ
ら
に
「或
彫
二縷
仏
像
囎
或
書
二
写
経
巻
↓
或
行
二布
施
一等
之
事
。
移
々
不
レ
一
云
云
」
と
い
?
て
い
る
。
源
信
は
今
生
に
お
け
る
浄
業
を
勧
録
し
だ
長
和
年
中
は
、
『
過
去
帳
』
に
ょ
れ
ば
従
二去
長
和
年
中
司
受
レ病
不
レ
堪
二起
居
組
然
猶
正
念
不
レ鵡
。
と
あ
る
よ
う
に
、
起
居
に
堪
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
病
に
な
っ
て
お
り
、
自
己
の
臨
終
の
時
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
た
で
あ
ろ
う
。
善
業
を
積
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
往
生
が
確
実
に
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
こ
に
三
学
を
母
体
に
し
た
源
信
の
浄
土
教
の
立
場
が
あ
り
、
後
世
、
三
学
非
器
を
標
榜
す
る
法
然
の
浄
土
教
が
出
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
必
然
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
四
三
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
四
四
あ
る
。
結
日
本
浄
土
教
史
上
、
画
期
的
な
方
向
づ
け
を
与
え
た
源
信
に
お
け
る
教
学
の
展
開
を
、
源
信
の
二
回
の
廻
心
を
基
準
に
お
き
な
が
ら
、
O
青
年
期
⇔
壮
年
期
⇔
老
年
期
の
三
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
三
期
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
日
本
浄
土
教
の
展
開
の
上
で
問
題
に
な
る
こ
と
が
集
約
的
に
出
て
き
て
お
り
、
源
信
一
人
の
思
想
変
遷
の
内
に
日
本
浄
土
教
の
歴
史
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
同
時
に
源
信
自
身
が
か
か
え
て
き
て
っ
い
に
そ
れ
を
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
罪
悪
生
死
の
凡
夫
め
往
生
の
課
題
を
後
世
に
残
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
二
回
の
転
換
期
(廻
心
)
を
経
て
な
お
解
決
で
き
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。
第
一
回
は
『往
生
要
集
』
に
よ
り
「予
が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
自
己
を
反
省
す
る
立
場
を
示
し
な
が
ら
、
こ
の
凡
夫
観
の
背
景
に
は
学
問
的
名
利
や
地
位
の
出
世
を
願
う
気
持
が
介
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
六
十
四
歳
の
権
少
僧
都
辞
任
と
い
う
形
を
み
る
ま
で
は
、
凡
夫
と
し
て
の
反
省
と
そ
れ
と
は
逆
の
方
向
と
し
て
賢
者
で
あ
り
た
い
気
持
と
の
葛
藤
が
あ
り
、
あ
る
い
は
凡
夫
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
っ
そ
う
賢
者
で
あ
り
た
い
と
願
う
の
か
(
い
ず
れ
に
し
て
も
人
間
存
在
の
根
底
か
ら
問
題
に
す
る
よ
う
な
凡
美
観
で
は
な
い
。
ぐ
ら
つ
き
の
あ
る
凡
夫
観
と
で
も
言
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
曖
昧
模
糊
と
し
た
凡
夫
意
識
に
対
す
る
反
省
と
し
て
六
十
四
歳
の
時
に
権
少
僧
都
辞
任
と
い
う
思
い
切
っ
た
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
『往
生
要
集
』
以
来
の
「頑
魯
の
者
」
と
し
て
の
自
覚
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
。
・そ
の
後
の
源
信
の
宗
教
生
活
は
、
最
澄
以
来
の
宗
学
の
問
題
に
取
り
組
み
、
ま
た
自
ら
の
往
生
を
願
う
浄
業
の
実
践
な
ど
真
摯
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
三
学
を
母
体
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
当
時
に
あ
っ
て
は
仏
教
実
践
と
し
て
当
然
の
あ
り
か
た
で
あ
っ
た
。
三
学
の
基
盤
に
立
っ
て
廃
悪
修
善
と
正
面
か
ら
取
り
組
む
た
め
に
、
善
を
積
む
と
い
う
こ
と
が
往
生
の
条
件
と
し
て
強
く
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
源
信
は
起
居
に
堪
え
な
い
ほ
ど
の
病
に
か
か
っ
た
の
を
契
機
に
七
十
二
歳
の
時
に
今
生
に
お
い
て
修
し
た
浄
業
を
勘
録
し
て
仏
前
に
啓
白
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
の
確
実
性
を
願
っ
て
い
る
。
六
十
四
歳
の
時
の
権
少
僧
都
辞
任
に
よ
り
真
の
「
頑
魯
の
者
」
に
徹
し
よ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
三
学
を
基
盤
に
し
た
修
善
を
往
生
の
条
件
に
す
る
こ
と
か
ら
抜
け
出
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
凡
夫
の
自
覚
が
三
学
内
に
お
け
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
三
学
非
器
の
自
覚
に
よ
り
修
善
を
条
件
に
し
な
い
法
然
の
浄
土
教
出
現
の
、必
然
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
註①
佐
藤
哲
英
著
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
=
一七
頁
以
,下
参
照
。
②
同
右
一
七
頁
。
③
田
村
芳
朗
氏
は
『鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
に
お
い
て
、
奈
良
弘
元
氏
は
「
源
信
の
著
作
に
つ
い
て
」
(『
宗
教
研
究
』
二
二
六
号
)
に
お
い
て
疑
撰
を
主
張
さ
れ
る
。
④
『恵
心
僧
都
全
集
』
(
以
下
『
恵
全
』
)
四
、・
八
六
六
。
⑤
『恵
全
』
二
・
二
二
。
⑥
佐
藤
氏
前
掲
書
一
五
二
頁
。
⑦
源
信
の
伝
記
を
整
理
し
た
も
の
に
、
宮
崎
円
遵
氏
の
「
源
信
僧
都
の
別
伝
に
つ
い
て
1
附
源
信
和
尚
年
譜
」
(
『
中
世
仏
教
と
庶
民
生
活
』
所
収
)
が
あ
る
。
、
⑧
中
国
0
僧
伝
に
日
本
僧
が
登
場
す
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
が
、
『
仏
祖
統
紀
』
巻
十
二
の
末
に
は
源
信
の
「
法
師
源
信
。
目
本
国
十
大
禅
師
也
。
威
・平
六
年
遣
二其
徒
寂
照
鱒
持
二教
義
二
十
七
問
噸
詣
二南
湖
一求
レ決
。
法
智
為
レ
其
一
一
答
釈
。
照
欣
領
帰
レ国
。
信
大
服
二
其
説
殉
西
向
礼
謝
。
」
(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
九
先
二
一
六
中
)
と
い
う
伝
記
を
掲
載
し
て
い
る
。
⑨
以
下
宮
崎
氏
前
掲
書
参
照
。
⑩
『恵
全
』
五
、・
六
六
一
。
、
、
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
、
四
五
佛
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
七
号
四
六
⑪
『
群
書
類
聚
』
第
二
四
輯
「
釈
家
部
」
五
ゴ
l
1
°
⑫
『
恵
全
』
五
・
五
一
。
⑬
佐
藤
哲
英
著
『叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
一
三
〇
頁
以
下
参
照
。
⑭
宮
崎
円
遵
氏
前
掲
論
文
参
照
。
⑮
山
外
派
の
源
清
の
『
観
経
疏
顕
要
記
』
が
送
付
さ
れ
〉
覚
運
と
分
担
し
て
批
評
し
、
源
信
は
上
巻
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
山
家
派
の
知
礼
に
は
『
天
台
宗
疑
問
二
十
七
条
』
を
送
付
し
、
回
答
を
求
め
て
い
る
。
知
礼
の
回
答
は
必
ず
し
も
満
足
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
〔拙
稿
「
日
宋
天
台
浄
土
教
の
交
渉
」
(
『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
第
五
号
)
参
照
〕σ
⑯
『
楽
邦
文
類
』
に
は
、
省
常
の
浄
行
社
、
知
礼
の
念
仏
施
戒
会
、
遵
式
の
念
仏
会
、
慧
亨
の
妹
妙
円
の
繋
念
会
、
宗
利
の
繋
念
会
、
宗
瞶
の
蓮
華
勝
会
、
馮
楫
居
士
の
浄
土
会
、
行
因
・
慧
詢
の
西
帰
蓮
社
、
張
論
の
白
蓮
社
、
師
友
の
西
資
社
、
威
法
師
の
白
蓮
社
、
澄
江
の
浄
土
道
場
、
王
古
・
葛
繁
・
馬
秤
等
の
宝
積
蓮
社
、
そ
の
他
多
く
の
念
仏
結
社
が
つ
く
ら
れ
、
廬
山
慧
遠
を
慕
う
風
が
盛
ん
で
あ
る
。
拙
稿
「善
導
教
学
と
宋
代
浄
土
教
」
(
『
善
導
大
師
の
思
想
と
そ
の
影
響
』
所
収
)
参
照
。
⑰
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
は
「若
作
二観
解
喝
無
者
即
空
。
量
者
即
仮
。
寿
者
即
中
。
仏
者
三
智
即
一
心
具
。
応
レ
知
。
円
融
三
観
之
智
。
冥
二
於
円
融
三
諦
之
境
↓
万
徳
自
然
円
。
名
二阿
弥
陀
仏
ご
(
『
恵
全
』
一
・
四
〇
一
)
と
あ
り
、
『
観
心
略
要
集
』
に
は
「
念
二
仏
名
一者
。
其
意
云
何
。
謂
於
二
阿
弥
陀
三
字
一可
レ
観
二
空
仮
中
三
諦
鱒
彼
阿
者
即
空
。
弥
者
即
仮
。
陀
者
即
中
也
。」
(
『
恵
全
』
一
・
二
七
七
)
と
述
べ
て
い
る
。
⑱
源
清
の
『
観
経
疏
顕
要
記
』
は
現
存
し
な
い
が
、
源
清
に
よ
っ
て
送
付
さ
れ
て
き
た
同
記
を
批
判
し
た
『
観
経
疏
顕
要
記
破
文
』
に
わ
ず
か
の
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
『恵
全
』
一
・
四
四
二
。
⑲
源
清
の
牒
状
は
、
高
楠
順
次
郎
氏
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
四
明
余
光
』
の
中
に
で
て
い
る
。
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
(以
下
『
日
仏
全
』
)
一
=
ハ
参
照
。
⑳
『
元
亨
釈
書
旨
慶
祚
伝
(
『
日
仏
全
』
一
〇
一
二
九
一
下
)
。
⑳
『
元
亨
釈
書
』
勧
修
伝
・
慶
祚
伝
(『
日
仏
全
』
一
〇
一
・
一
九
一
下
お
よ
び
一
八
九
上
)
や
証
真
の
『
法
華
玄
義
私
記
』
(
『
目
仏
全
』
二
一
・
二
七
五
上
)
等
に
よ
っ
て
担
当
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑫
『
日
仏
全
』
一
〇
七
・
1.九
上
。
㊧
『
恵
全
』
一
・
四
四
二
。
㊧
松
原
致
遠
氏
は
、
そ
の
著
『
源
信
僧
都
』
で
権
少
僧
都
辞
任
に
注
目
し
て
い
る
。
㊧
『恵
全
』
五
・
六
六
五
。
㊧
『恵
全
』
一
・
六
七
九
。
源
信
教
学
の
思
想
史
的
展
開
四
七

